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急性期脳梗塞画像診断に関する国際調査へのご協力のお願い 
 

CT, MRI などによる急性期脳梗塞の画像診断は、rt-PA 静注療法の適応決定などにお

いて重要な役割を果たしています。近年、ペナンブライメージグに代表される高度な画

像診断法が発達し、治療可能時間の延長や血管内治療の成績向上に寄与することが期待

されていますが、実際に多施設臨床試験などで用いることは容易ではなく、適切なプロ

トコルの策定や参加施設の対応状況の確認に試験毎に多くの時間と労力を費やしてい

るのが現状です。 
 そこで、脳卒中専門家による国際コンソシアムである Stroke Imaging Research (STIR) 
Group では、急性期脳梗塞画像診断に関する国際調査を以下の要領で行うこととしまし

た。本調査によって世界中の脳卒中専門施設における急性期脳梗塞画像診断の対応状況

を把握し、今後の国際臨床試験における参加施設の選択やプロトコルの策定に活かすこ

とを目的としています。また、本調査の結果は Stroke 誌に報告予定です。 
 趣旨をご理解の上、本調査への積極的なご協力を何卒よろしくお願いいたします。 
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